
金
滞
古
政
志
巻
十
七

も
.
も
る
と
し
の
召
公
の
跡
を
迫
う
て
、
人
を
は
ぐ
く
み
も
の
を
憐

む
あ
ま
り‘

出
迎
の
ほ
と
り
の
往
還
の
踏
ま
で
も
た
も
ひ
よ
り
て
柏
世

か
れ
た
る
柳
な
れ
ば
、
と
れ
を
見
ん
翠
皆
か
の
召
公
を
忍
び
け
ん
。

図
の
民
の
ご
と
く
に
を
し
み
モ
だ
て
A
.

行
末
の
か
げ
と
た
の
ま
ん

と
と
、
そ
の
本
意
は
さ
だ
め
て
た
が
は
じ
と
と
そ
沿
ぽ
ゆ
れ
。

粗
削
凪
吉
し
ぬ
し
な
宮
跡
の
柳
原

治
モ
の
訟
を
人
や
た
の
ま
ん

右
等
の
古
都
民
掠
っ
て
、
考
ふ
る
に
、
上
代
柳
樹
を
堤
の
内
外
に
槌

置
き
て
、

堤
防
の
用
K
嘗
て
し
め
ら
れ
た
り
と
・
古
例
に
載
せ
ら
れ

し
に
械
れ
ば
・
此
の
千
日
町
の
往
来
脇
に
い
に
し
へ
仰
木
を
多
〈
植

ゑ
世
吉
た
る
も
、
原
川
の
堤
防
の
矯
め
た
る
べ
し
。
此
の
地
縫
は
川

除
と
呼
ぴ
て
‘
坪
川
の
堤
防
な
り
。
今
は
そ
の
柳
樹
は
悉
〈
絶
え
て
・

柳
原
の
名
の
み
残
れ
る
も
、
モ
の
か
み
の
か
た
み
と
い
ム
ペ
し
。

O
柳
原
乞
見
来
歴

乞
児
は
、
和
名
抄
花
、
列
子
云
・
拘
有
一
-
貧
者
一
常
乞
一
長
城
市
一
乞
見

回
・
天
下
之
辱
a

冗
Ar
過
b

於
v
R
L
e
叩
樹
氏
淡
捺
紗
云
乞
察
見
4

保
加
叱
々

此
・
今
按
乞
紫
見
帥
乞
見
是
也
凶
和
名
加
多
井
a

と
あ
り
て
、
今
い
ふ

乞
食
な
り
。
か
た
ゐ
の
名
は
・
巡
回
闘
の
か
た
は
ら
た
ど
に
居
て
、
物

右

街

門

非
人
頭

八

助

潟
野
川
中
柏
崎
領
民
居
巾
候
。

市道

術街

兵

術

兵

1悶

兵

同

断

術

一
郎
右
衛
門

兵

術

左

兵

ヨた

且E

右
雨
入
下

十

兵

術術符i

理

兵

r~ 

兵

惣

助

右
四
人
か
た
わ
切
あ
や
つ
り
・臓
の
紳

節
季
候
等
仕
者
共
に
御
臨

候。

他
国
よ
り
参
り
務
仕
通
り
巾
者
は
‘
右
之
者
共
よ
り
相
と
が
め
.

則
召
捕
.
仁
磁
・三
右
衛
門
方
h
召
連
会
申
候
。

企
部
古
脱
出
部
品
世
十
七

五
O 

を
乞
へ
ば
傍
居
と
い
ふ
に
や
。
今
俗
陀
搬
入
を
か
く
呼
ベ
り
と
，
和

訓
菜
に
い
へ
h
y
。
常
国
柳
原
た
る
乞
児
は
、
柳
原
の
地
に
各
市
部
屋
を

建
て
・
妻
子
を
持
ち
居
住
す
。
之
を
柳
原
乞
食
と
も
或
は
河
原
乞
食

(
み
ご
d

と
も
呼
べ
り
。
平
常
居
宅
に
居
て
、
ね
い
ご
答
或
は
ぬ
い
ご
草
履
E

巡
り
、
市
中
へ
商
ひ
、
乞
食
に
出
る
時
は
‘
男
女
共
陀
英
直
か
ま
す

を
背
負
ひ
出
づ
る
を
・
沓
務
中
の
規
定
の
や
う
に
友
し
、
男
女
子
供
ま

で
も
乞
食
札
を
渡
し
泣
き
け
る
故
陀
、
札
持
乞
食
と
い
へ
り
。
元
総

六
年
五
月
参
議
綱
紀
卿
御
郡
ね
に
付
、
金
部
阿
部
行
和
問
小
右
街
門、

藤
内
頭
稜
多
頭
へ
相
尋
ね
、
異
種
徒
之
者
共
取
調
言
上
容
に
・
乞

食
之
儀
は
、一
勝
内
被
多
之
筋
に
而
は
川
県
邑
御
座
↓
然
共
藤
内
頭
仁
誠
司

三
右
衛
門
支
配
仕
・
札
を
相
渡
し
矯
ν
数
a
乞
食
一
巾
，
K
付
‘
小
一蹴
E
抱

白
筋
v
数
6

裁
許
-
申
候
。
と
あ
り
。
叉
十
二
冊
定
住
民
職
せ
た
る
卒
保

九
年
間
四
月
の
取
納
容
に
は
左
の
如
く
あ
り
。

党

御
郡
御
奉
行
支
配
組
押
野
村
安
兵
衛
裁
許

臨
時
内
頭

仁

磁

叫
脚
内
駅

一
、
定
非
人
札
持
.
辰
四
月
晦
日
改
高
.
男
女
四
百
三
拾
五
人
。
但

毎
月
増
減
御
座
候
。
五
-
六
年
以
前
に
は
六
百
五
拾
人
除
も
御
座
候
。

唯
今
は
毎
年
減
申
方
に
御
座
候
。

一
、
扮
七
八
年
以
前
首
御
場
K
而
被
a

仰
渡
-
候
は
、
頃
日
非
人
共
町

方
医
而
者
申
者
共
有
v
之
候
。
跡
々
よ
り
被
=仰
波
-
候
所
陀
‘
沙
汰
之

限
K
候
。
切
々
非
人
頭
共
和
廻
し
.
沿
ど
ら
せ
申
開
放
出
凶
被
=仰
波
-

候
。
向
後
は
町
中
非
人
一関
共
相
廻
り
巾
皆
、
毎
日
合
御
場
ま
で
可
a
巾

上
-
出
口
被
一-
仰
波
-
候
。
共
節
之
御
車
中
行
械
は
、
前
回
兵
右
衛
門
桜
小
塚

八
右
衛
門
様
・
今
村
次
郎
左
衛
門
総
長
井
源
兵
衛
採
松
宮
古
丞
椋
・

渡
益
甚
左
衛
門
滋
之
由
申
候
。

一
、
定
非
人
共

h
札
相
波
中
儀
は
、
元
秘
三
年
大
火
事
之
畑
出
年
よ
り

札
相
波
中
候
。
札
之
仕
様
.
御
公
事
場
h
御
鋭
巾
上、

相
波
巾
候
。

一
、
他
国
者
陀
よ
ら
宇
.
異
形
成
併
之
者
、
町
方
陀
而
勧
進
仕
も
の

は
‘
平
逮
捕
召
述
罷
越
可
v
巾
旨
、
来
聞
説
兵
街
桜
よ
り
被
品仰
波
-
候
。

此
儀
加
藤
十
左
衛
門
様
よ
り
初
り
申
候
。
夫
前
は
御
公
事
場
h
召
連

罷
出
申
候
由
申
候
。

一
、
町
方
陀
而
岡山
形
成
排
之
者
捕
申
候
而
茂
、
町
御
奉
行
採
h
は
御

袋
内
不
起巾
上
-候
。
治
御
断
可
自
由1
上
-
旨
被
ι
仰
波
-
茂
担
…a
御
鹿
-
候
由
巾

1e 




